






別記様式第１号

所属年度

円

から

まで

項　　　目 細　　　　別 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ａ a' ｂ b' ｃ ｄ ｅ ａ a' ｂ b' ｃ ｄ ｅ ａ a' ｂ b' ｃ ｄ ｅ

１.施工体制 Ⅰ.施工体制一般 +1.0 +0.5 0 -5.0 -10.0

Ⅱ.配置技術者 +3.0 +1.5 0 -5.0 -10.0

２.施工状況 Ⅰ.施工管理 +4.0 +2.0 0 -5.0 -10.0 +5.0 +2.5 0 -7.5 -15.0 +5.0 +2.5 0 -7.5 -15.0

Ⅱ.工程管理 +4.0 +2.0 0 -5.0 -10.0 +2.0 +1.0 0 -7.5 -15.0

Ⅲ.安全対策 +5.0 +2.5 0 -5.0 -10.0 +3.0 +1.5 0 -7.5 -15.0

Ⅳ.対外関係 +2.0 +1.0 0 -2.5 -5.0

３.出来形 Ⅰ.出来形 +4.0 +2.0 0 -2.5 -5.0 +10.0 +7.5 +5.0 +2.5 0 -10.0 -20.0 +10.0 +7.5 +5.0 +2.5 0 -10.0 -20.0

及び出来ばえ Ⅱ品質 +5.0 +2.5 0 -2.5 -5.0 +15.0 +12.0 +7.5 +4.0 0 -12.5 -25.0 +15.0 +12.0 +7.5 +4.0 0 -12.5 -25.0

Ⅲ.出来ばえ +5.0 +2.5 0 -5.0 +5.0 +2.5 0 -5.0

４.工事特性 Ⅰ.施工条件等への対応※2 +(20) 0

５.創意工夫 Ⅰ.創意工夫※3 +(7) 0

６.社会性等 Ⅰ.地域への貢献等 +10.0 +7.5 +5.0 +2.5 0

点 点 点 点

① 点 ② 点 ③ 点 ④ 点

評定点計 　　○既成部分（中間）検査があった場合　　（①　　　　点 × ０．４ ＋ ②　　　　点 × ０．２ ＋ ③　　　　点 × ０．２＋ ④　　　　点 × ０．２  ）　＝　　　　　　点　　

点 ※ただし、③（既成、中間）が２回以上の場合は平均値

　　○既成部分（中間）検査がなかった場合　　（①　　　　点 × ０．４ ＋ ②　　　　点 × ０．２ ＋ ④　　　　点 × ０．４　＝　　　　　　点　　　　　　

点

点 ◯ 評定点計 （　　　　　　点）　－　法令遵守等 （　　　　　　点）　＝　　　　　　　　点

８．総合評価
技術提案等

技術提案等履行確認※９ 　　　　履行　　　　不履行　　　　対象外

※1　65点　+　１.～３.の評定（加減点合計）　＋　４.～６.の評定（加点合計）　　＝　評定点。　　各評定点（ ①～④ ）は少数第１位まで記入する。

 ※２ 工事特性は、当該工事特有の難度の高い条件（構造物の特殊性、特殊な技術、都市部等の作業環境・社会条件、厳しい自然・地盤条件、長期工事における安全確保等）に対して適切に対応したことを評価する項目である。

　　　評価に際しては、担当係長（監督員）からの報告を受けて担当課長が評価するものとする。

※３ 創意工夫は、工事特性のような難度を伴わない工事において、企業の工夫やノウハウにより特筆すべき便益があった場合に評価する項目である。

※４　４.，５.，６.は加点評価のみとする。また、法令遵守は、減点評価のみとする。

※５ 担当係長（監督員）欄は、当該工事を担当する係長相当職の職員と監督員の総意により、評定点を記載する。

※６ 各考査項目ごとの採点は、考査項目別運用表によるものとし、検査官の評価に先立ち担当係長（監督員）、担当課長が行う。

※７ 法令遵守等の評価は、担当課長が行う。

※８ 評定点合計は、四捨五入により整数とする。

  ※９ 総合評価技術提案等は、技術提案等の履行が確認できない場合は、『不履行』を選択する。

　評定点合計※8

７.法令遵守等※7

加減点合計（1+2+3+4+5+6） ± ± ± ±

評価点（65±加減点合計）※1

考　　査　　項　　目

担当係長（監督員）※5 担 当 課 長 検　査　員（完成）

受注者名 工期
　　年　　月　　日

　　年　　月　　日

工　事　名
検査年月日 　　　　年　　　　月　　　　日

請負代金額

工事成績採点表（完成、既成部分、中間）
工事番号 完成年月日 　　　　年　　　　月　　　　日



別記様式第２号

項目 細別
１.施工体制 Ⅰ.施工体制一般 (　1.0　)×0.4+2.9= 3.3

3.3 点 3.3 点
Ⅱ.配置技術者 (　3.0　)×0.4+2.9= 4.1

4.1 点 4.1 点
２.施工状況 Ⅰ.施工管理 (　4.0　)×0.4+2.9= (　5.0　)×0.4+6.5= (　5.0　)×0.4+6.5= 13

4.5 点 8.5 点 8.5 点 13 点
Ⅱ.工程管理 (　4.0　)×0.4+2.9= (　2.0　)×0.2+3.2= 8.1

4.5 点 3.6 点 8.1 点
Ⅲ.安全対策 (　5.0　)×0.4+2.9= (　3.0　)×0.2+3.3= 8.8

4.9 点 3.9 点 8.8 点
Ⅳ.対外関係 (　2.0　)×0.4+2.9= 3.7

3.7 点 3.7 点
３.出来形 Ⅰ.出来形 (　4.0　)×0.4+2.8= (　10.0　)×0.4+6.5= (　10.0　)×0.4+6.5= 14.9
及び出来ばえ 4.4 点 10.5 点 10.5 点 14.9 点

Ⅱ品質 (　5.0　)×0.4+2.9= (　15.0　)×0.4+6.5= (　15.0　)×0.4+6.5= 17.4

4.9 点 12.5 点 12.5 点 17.4 点
Ⅲ.出来ばえ (　5.0　)×0.4+6.5= (　5.0　)×0.4+6.5= 8.5

8.5 点 8.5 点 8.5 点
４.工事特性 Ⅰ.施工条件等への対応 (　20.0　)×0.2+3.3= 7.3

7.3 点 7.3 点
５.創意工夫 Ⅰ.創意工夫 (　7.0　)×0.4+2.9= 5.7

5.7 点 5.7 点
６.社会性等 Ⅰ.地域への貢献等 (　10.0　)×0.2+3.2= 5.2

5.2 点 5.2 点

7.法令遵守等 (　0.0　)×1.0=
0 点

100
100 点

8.総合評価 技術提案等履行確認 履行　不履行　対象外

　技術提案等

　　※　既成部分（中間）検査があった場合　　　（①＋②＋③×0.5＋④×0.5）＝細目別評定点（既成、中間が２回以上の場合は③を平均する）
 　　　　既成部分（中間）検査がなかった場合    （①＋②＋④）＝細目別評定点
　　※　得点割合は、細目評定点の合計に対する得点の割合を百分率で示す。
　　※　総合評価技術提案等は、技術提案等の履行が確認できない場合は、『不履行』を選択する。

細目別評定点採点表
①担当係長（監督員） ②担当課長 ③検査員（既成･中間） ④検査員（完成） 細目別評定点 得点割合



別記様式第3号

① 点

② 点

③ 点

④ 点

⑤ 点

⑥ 点

注 １）既成部分、中間検査があった場合
評定点合計 ⑥＝（①×0.4＋②×0.2＋③×0.2＋④×0.2）－⑤

　 既成部分、中間検査がなかった場合
評定点合計 ⑥＝（①×0.4＋②×0.2＋④×0.4）－⑤

２）既成部分、中間検査が２回以上あった場合、評定点は既成部分、中間検査を合わせた平均点を記入する。
３）担当係長(監督員)、担当課長及び検査員の評定点は小数第１位までとする。
４）評定点合計は、四捨五入により整数とする。
５）⑤法令遵守等は、担当課長が記入する。
６）既成部分検査、中間検査の検査員の職氏名欄については、当該検査員以外は押印不要。

完 成 検 査 員 評 定 点

法 令 遵 守 等

評 定 点 合 計

担 当 係 長 （ 監 督 員 ） 評 定 点

担 当 課 長 評 定 点

既 成 部 分 、 中 間 検 査 員 評 定 点

第１回中間検査、検査員所属・氏名

第2回中間検査、検査員所属・氏名

第3回中間検査、検査員所属・氏名

完 成 検 査 員 所 属 ・ 氏 名

第１回既成部分、検査員所属・氏名

第2回既成部分、検査員所属・氏名

担 当 課 長 所 属 ・ 氏 名

担当係長　（監督員）　所属　・　氏名

受 注 者 氏 名

現 場 代 理 人 氏 名

主 任 ・ 監 理 技 術 者 氏 名

既 成 部 分 検 査 年 月 日 第1回：　　年　　月　　日 第2回：　　年　　月　　日

中 間 検 査 年 月 日 第1回：　　年　　月　　日 第2回：　　年　　月　　日 第3回：　　年　　月　　日

完 成 検 査 年 月 日 年　　　　月　　　　日　

工 事 成 績 評 定 表  （完成、 既成部分、 中間）
　　　年　　　　月　　　　日

工 事 名

請 負 代 金 額 当初：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円 最終：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

工 期 　　年　　　　月　　　　日　　　　　～ 　　年　　　　月　　　　日　　　

完 成 年 月 日 年　　　　月　　　　日　



別記様式第４
         　　 年　　 月　　 日

　　所 在 地

　　称号又は名称

　　代表者氏名
　　　　愛媛県西条市長　

※評 定 点 　　　　　　　　　　　点

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

工 事 名

工 事 箇 所

請 負 代 金 額

工 期

完 成 年 月 日

　　　以内に書面により説明を求めることができます。

 今後、特に重大な改善すべき事項がある工事

評 　価　 内　 容

 他の模範となる優秀な工事

 品質等に良好な工夫、取り組みが見られる工事

 品質等に通常の工夫、取り組みが見られる工事

 最低限の品質等が確保されている工事

  ６０点未満

 指名等に影響を
 及ぼす恐れの
 ある工事

￥

　　　年　　　月　　　日　　　～　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日

工　事　成　績　評　定　通　知　書

　　　　貴社が受注した工事について、下記のとおり評定結果を通知します。

　　　　なお評定結果に疑問があるときは、その疑問の趣旨を付してこの通知を受けた日から１４日（休日を含む）

　　　  疑問の趣旨に対する説明は、書面により郵送いたします。

記

  　※項目別評定点は別表１のとおり

　　　　評定点の範囲別評価内容(参考)

 今後、改善すべき事項がある工事

評 定 点 の 範 囲

  ８０点以上

  ７５～８０点未満

  ７０～７５点未満

  ６５～７０点未満

  ６０～６５点未満

完 成 検 査 年 月 日

工 事 番 号

   （手続き等のお問合せ先及び送付先）

 　愛媛県西条市役所　財務部　契約課　　TEL ： ０８９７－５６－５１５１（代）　内線２２４１

　 〒793-8601　愛媛県西条市明屋敷164番地



別表１

評 価 項 目 評定点 ／ 満点

　１. 施工体制 Ⅰ. 施工体制一般 ／ 3.3 点

Ⅱ. 配置技術者 ／ 4.1 点

　２. 施工状況 Ⅰ. 施工管理 ／ 13.0 点

Ⅱ. 工程管理 ／ 8.1 点

Ⅲ. 安全対策 ／ 8.8 点

Ⅳ. 対外関係 ／ 3.7 点

　３. 出来形及び出来ばえ Ⅰ. 出来形 ／ 14.9 点

Ⅱ. 品質 ／ 17.4 点

Ⅲ. 出来ばえ ／ 8.5 点

　４. 工事特性(加点のみ) Ⅰ. 施工条件等への対応 ／ 7.3 点

　５. 創意工夫(加点のみ) Ⅰ. 創意工夫 ／ 5.7 点

　６. 社会性等(加点のみ) Ⅰ. 地域への貢献等 ／ 5.2 点

　７. 法令遵守等(減点のみ)

　　 評定点合計 ／ 100.0 点

項　目　別　評　定　点

細　　　　別



　年　月　日付けで貴社から説明を求められました評定内容について、下記のとおり回答し
ます。
　本説明に疑問があるときは、その疑問の旨を付して、この書面の回答を受けた日から起算
して１４日（「休日」を含む。）以内に書面により、再説明を求めることができます。
なお、再説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わせ先は下記のと
おりです。

別記様式第５

                                                                  第　　　　  号

                                                          　　　  年  　月  　日

（受注者）　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛県西条市長

工事成績評定に係る説明書（回答）

記

１　工 事 番 号

　　TEL 0897-56-5151（代）　内線2241

２　工  事  名

３　疑問に対する回答

４　送付先及び手続きの問い合わせ先

　　〒793-8601　愛媛県西条市明屋敷164番地

　

　　愛媛県西条市役所　財務部　契約課　



別記様式第６

                                                                  第　　　　  号

                                                          　  年  　月  　日

（受注者）　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛県西条市長

工事成績評定に係る再説明書（回答）

記

１　工 事 番 号

　　年　月　日付けで貴社から説明を求められました評定内容について、下記のとおり
回答します。

　　

２　工  事  名

３　疑問に対する回答

















電気設備 
工事 
通信設備 
工事 
受変電設 
備工事 
 
※上記欄 
によらず 
当該欄で 
評価 
 



建築工事 
 
暖冷房衛 
生設備工 
事





電気設備 
工事・通 
信設備工 
事・受変 
電設備工 
事 
 
※上記欄 
によらず 
当該欄で 
評価 
 



維持工事 
修繕工事

























電気設備 
工事 
通信設備 
工事 
受変電設 
備工事 
 
※上記欄 
によらず、 
当該欄で 
評価



暖冷房衛 
生設備工 
事





（切土、盛土、築堤 
工事等）







地すべり防止工事 
（抑止杭・集水井戸 
工事を含む）



















標識・区画線等設置 
工事

















暖冷房衛 
生設備工 
事 
 
※上記欄 
によらず、 
当該欄で 
評価



（浚渫工事・海岸築 
造工事を含む）































コンクリート構造物工事 
砂防構造物工事 
トンネル工事











�



�


